
子どもの可能性を伸ばすには・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/７ 日 （金） １学期始業式 20 日 （木） 給食開始（１年） 

11 日 （火） 中学校入学式 22 日 （土） 土曜授業（授業参観・PTA総会） 

12 日 （水） 小学校入学式 25 日 （火） ～28日（金）家庭訪問 

13 日 （木） 給食開始（２～６年） 5/2 日 （火） 歓迎集会・遠足 

18 日 （火） 全国学力学習状況調査（６年） 28 日 （日） 運動会（予定） 

平成２９年３月２２日（水） 第３９号（２０５） 

      学校だより 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 

 《４・５月の主な行事予定》 

平成２８年度が終わります。子どもたちが元気に、そしてそれぞれに成長して、

１年間が終わることを、とてもうれしく、ありがたく思います。 

１年生の廊下に「１年間をふりかえって～いろいろなことができるようになった

ね～」の掲示物がありました。「さるわたりとてつぼうができるようになりました。

２年生でさんすうとのぼりぼうをがんばりたいです。」や「字がきれいになりました。

２年生ではかけ算をたくさんしたいです。」など、読んでいてそれぞれ頑張ってきた

ことが分りました。折尾東小学校の子ども達は本当にすてきな子どもたちです。そ

れぞれのよさがあり、また、伸びる可能性ももっています。子ども達がそれぞれも

っている「可能性」をどうすればより伸ばすことができるのかを考えてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームおりひがの皆様、ありがとうございました 
折尾東小の教育活動を担っているのは教職員です。直接子ども達の指導に当たる

のは担任の先生方ですが、そのほかにも、少人数、保健室、給食室、事務室、校務

員、職員室などの教職員が支えています。 

また、常勤ではありませんが（数校を受け持たれています）、ＡＬＴのアニア先生、

新採指導の岩永先生、学力支援の児玉先生、小中連携の大石先生、図書館司書の日

下先生、情報教育の赤星先生、スクールカウンセラーの稲垣先生、日本語指導の倉

津先生がおりひがっこ達のよりよい成長に力を尽くしていただきました。 

また、教職員以外にも保護者の皆様、読み聞かせ「おはなしぱれっと」・「つくし

んぼ」、ブックヘルパー、スクールヘルパーのみなさん、学生ボランティアの皆様、

放課後教室の指導員の先生方、学童クラブの先生方、交通指導をしてくださった地

域の皆様、保護者の皆様、ＰＴＡ準備委員会の皆様、折東祭実行委員会の皆様、関

係諸機関の皆様・・・ 本当に多くの皆様に支えていただきました。大きくとらえ

れば、力を貸してくださった皆様が「チームおりひが」だと思います。皆様の力が

集まって、積み重なって折尾東小学校が一歩ずつ前進することができました。 

皆様、本当にありがとうございました。心よりお礼を申し上げます。 

そして今後ともよろしくお願いいたします。 

 

３月７日（火）に６年生が外国語活動のまとめとして「英語劇」に取り組み
ました。それを、６年生を送る会のお礼として５年生に見せてくれました。「桃
太郎」「浦島太郎」「昔話をもとにした創作劇」などを英語で表現しました。（本
年度の勤務が終了していたＡＬＴのアニア先生も応援に駆け付けてくれまし
た）６年生の劇は構成・セリフ。動き・小道具などよく工夫されて 

いてとても面白いものでした。そしてそれを見ている５年生の反応 

もとてもよく、温かい雰囲気の楽しい発表会でした。この雰囲気 

を折尾東小学校では、大切にしていきたいと思いました。 

（１年間、おりひがっこをお読みいただき、ありがとうございました。） 

成功体験 
「○○ができるようになった

よ！」小さなことでいいのです。
それは、やればできるという自信
になって、次の課題に前向きに取
り組めます。うまくいかないこと
ばかりでは「どうせだめだ」とや
る気がなくなっていきます。時に
は失敗してそこから立ち上がるこ
とも成長につながりますが、それ
も成功体験に支えられています。
いきなり高いめあてよりも少し
がんばればできるめあてで 

安定した日常生活 
朝、同じ時間に（自分で）起きて、家族に「おはよう」とあいさつ、朝食、洗面をし、

「いってきます」と歩いて学校へ。人に会ったら「おはようございます」とあいさつをし、
それから勉強（聞く、読む、書く、話す、活動する・・）したり、遊んだり、掃除をした
り、働いたり・・・ 家に帰って宿題をして、明日の準備、家族と食事、１日の出来事を
話して、お風呂にはいって、好きなことをして、夜更かししないで寝る。（時にはいろい
ろな事情で難しいときもあるかもしれませんが）それが毎日繰り返される中で、基本的な
生活習慣や耐える力も身に付いてきます。そして子ども達は安心して前を向いて歩いてい
けます。当たり前を当たり前にしていくことが大切です。 

よ 

り 

よ 

い 

成 

長 

主体性 
 「Ａにするか、Ｂにするか、ど
ちらが自分にとって良いか考えて
ごらん。」と自分で判断させること
が大切です。ポイントは、 

① 発達段階に応じて無理なく、
はじめは部分的から 

② ＡもＢもどちらもできる力が
あることが前提です。 

③ 選んだ結果に子どもなり責任
をもたせる（例：あなたがＡ
と決めたのだからＢは我慢し
なくちゃね） 

 

元気の花 なかよしの花 やる気の花 安全の花 


